
                                                     ２０２４年２月吉日 

会員各位 

                                     一般社団法人群馬大学工業会 さいたま支部 

                   ２０２４年度 群馬大学工業会さいたま支部総会のご案内 

 

皆様方益々のご清栄の事と、お慶び申し上げます。 

さて、２０２４年度の支部年次総会を４月２０日(土)、下記の要領にて開催いたします。 

さいたま支部総会の前に、さいたま支部が属している埼玉県連合支部の総会が開催されます。     

そのため支部総会は、１４時１０分開催となります。 

本年度の特別講演は、川田修司さん(修５５Ｃ)に、タイで国際協力機構（ＪＩＣＡ）海外シニアボランティア

として排水処理技術支援活動をされた体験、及びタイのあれこれ（宗教・お寺等、タイのお勧めアクティビ

ティ等）などについて、ご講演いただきます。 

今回の講演会は、会場対面法式とリモート方式の併用型（ハイブリッド型）で実施いたします。 

 多くの皆様にご出席いただけますようご案内申し上げます。 

    

                            記 

日時  ２０２４年４月２０日（土）     １４：００～１６：５０ 

会場    浦和パルコ １０Ｆ    さいたま市浦和コミュニテイセンター   第１集会室 

       ＪＲ浦和駅東口 徒歩１分 

内容 １．さいたま支部総会                                  １４：１０～１４：５０  

① 連合支部長挨拶  連合支部、本部の状況など               小西連合支部長 

② さいたま支部２０２３年度活動報告/２０２４年度活動計画案        小西支部長 

③ ２０２３年度決算・監査報告/２０２４年度予算案       吉野財務委員長 長谷川会計監査 

④ その他                               小西支部長 

２．特別講演           １５：００～１６：５０ （ 講演後質疑応答  ～１０分 ） 

演題    “ JICA ボランティアを一緒に疑似体験してみよう！ ”                                  

      講師        川田修司 氏  (修５５Ｃ)             

３．懇親会                  １７：００～１９：００     

会場    中国料理 Lop-Nor 浦和店（浦和パルコ５Ｆ）    Tel   048-611-8321 

会費    飲み放題コース  ５,０００円 

 

＊準備の都合上、 ４月１２日までに、同封のハガキにてご出席の回答をお願い致します。 

１５時からの講演会へのご家族の方の参加、大歓迎です。 

  尚、E-mail にての連絡は kenji.konishi@kme.biglobe.ne.jp 小西宛お願い致します。 

欠席される場合も近況など記載の上ご返信ください。 

以上 

 

群馬大学工業会 さいたま支部長 小西 憲二 

副支部長（総務委員長）  井上 勝己 

副支部長（財務委員長）   吉野 勝三郎 
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第１３８回第１３８回
「タイ中小企業の排水処理技術支援」「タイ中小企業の排水処理技術支援」
　　　　　　　　　　　環境行政・川田 修司　　　　　　　　　　　環境行政・川田 修司

　タイ工業省産業振興局は産業振興のためのマスタープランの策定や中小企業への技術支援を行っ
ており、私はここで中小企業の排水処理の技術コンサルタントをしている。

◇タイ中小企業の排水処理に関する実態
　2016年10月から食品加工などの中小企業の支援を行う産業開発
第 2部に配属され、要請のあった中小企業に出向き「３R＝Reduce, 
Reuse, Recycle」の視点を取り入れたコンサルタント活動を開始した。
中小企業を訪問して感じたのは、排水処理に関する知識が乏しいこ
とと、技術者と呼べる人材の不足である。数年前に設置したと思われ
る排水処理設備が朽ち果ててしまっていたりする。定期的な訪問・指
導、教育資料、研修会などシステム化した取り組みが必要だ。サプラ
イチェーンの中では、孫請けなど最終的には中小零細企業で製造し
ていることも多いが、特に重金属を扱うメッキ工場の排水処理につい
て注意が必要だと感じた。
 
◇Thailand 4.0 の始動による組織変更
　昨年１０月からタイの新経済政策「Thailand 4.0」が開始され、産
業振興局内の組織が大幅に変更になった。Thailand 4.0とは中進国
の罠（わな）から脱出するために、タイの産業を創造的で革新的なものに変革して行こうというもので、
ロボット工学やデジタル産業など１０の重点産業の育成を目指している。私の所属していた産業開発
第 2部はデジタル産業開発部に衣替えになり、人事異動も行われつつある。しかし、中小企業の排
水技術支援の業務は無くなった訳ではなく、デジタル産業開発部で対応している。現在は、組織変
更の過渡期であり、中小企業の排水技術向上によりふさわしい部署ができてくると期待している。

◇中小企業の排水処理改善活動事例
　昨年、議会関係者がサムトソンクラーム県で公聴会を
開いたところ、ココナツ工場の排水が適切に処理されて
いないという意見が出た。この根本原因は「中小企業の
排水処理に関する知識が乏しい」ことであり、これは産
業振興局の業務範囲だと議会事務局からレターが送られ
てきた。管轄する産業振興局の第８地方事務所（IPC８、
11まである）とわれわれ（3人）と県で共同して 3月か
ら対応している。県知事からは、「サムトソンクラームは
漁業、観光とココナツ、バナナが主な産業であり、こう
した排水問題でこれらの産業に影響が出ることを心配し
ている。また、いろいろな規模のココナツ工場があるが、
規模に適した、安価な処理方法を提案願いたい」との要

望がでている。
　現在、３部署で協力して現状調査し、改善案の策定に向けて、検証をしながら進めている。線路
内に広がる露店で有名なメークローン駅や漁業（養殖、干物）のことは知っていたが、少し内陸に入
ると薄暗いココナツ樹林が広がり、タイの豊かな自然を感じている。
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政治・社会

総選挙の年内実施要求＝クーデター４年で抗議集会総選挙の年内実施要求＝クーデター４年で抗議集会
　【バンコク時事】タイで２０１４年５月に起きたクーデターで軍が実権を掌握してから４年となる２２日、バ
ンコクのタマサート大学で、民政移管に向けた総選挙の年内実施を求める抗議集会が開かれた。参加者は
首相府までデモ行進しようとしたが、門を出たところで道路を封鎖した警察に阻止された。
　軍政のプラユット暫定首相は総選挙を繰り返し延期してきた。今年２月には来年２月までに行う方針を示し
たが、再び先送りされるとの見方が強く、活動家らは年内実施を強く要求。６月までに回答がなければ、抗
議行動を強化すると警告している。
　集会には約３５０人が参加。警察は約３０００人の警官を動員して警戒に当たった。集会参加者は「民主
主義を回復せよ」「独裁者がタイを貧しくした」と書かれたプラカードを掲げて気勢を上げ、一部が警官隊
ともみ合いになった。
　東北部ムクダハン県から２１日夜に大学に駆け付け、構内で一夜を過ごしたパッタラポンさん（４８）は、
クーデター後から失業状態が続く。「自由で公平な選挙の実施に向け、政府に圧力をかけたい」と訴えた。
東北部ブリラム県から祖母と参加した女子学生ハッタヤーさん（２０）は「この４年間で庶民の生活は苦しく
なった。軍政は問題を何も解決しなかった」と批判した。

自動車

米有力消費者誌、テスラ「モデル３」推奨見送り＝制動距離が長過ぎると指摘米有力消費者誌、テスラ「モデル３」推奨見送り＝制動距離が長過ぎると指摘
　米有力消費者情報誌コンシューマー・リポートは２１日、米電気自動車（ＥＶ）大手テスラの新型セダン「モ
デル３」の推奨を見送った。制動能力に欠陥があると判断した。
　テスラは、同社製ＥＶが絡んだ事故への対応に加え、資金調達をめぐる懸念や生産上の欠陥などの問題に
直面。モデル３の成功が業績改善に欠かせない。
　しかしコンシューマー・リポートは、制動距離が長過ぎるとしてモデル３を読者に推奨しなかった。同誌の
評価は消費者や業界経営陣に大きな影響力を持つ。同誌は、モデル３には運転の楽しさや好ましい点も多
数見受けられたものの、「重大な欠陥」があると指摘した。

◇環境意識向上とエコタウン
　タイ工業省工場局では工業団地を対象とした “Eco 
Industrial Town” 活動を推進している。しかし、こ
れでは工業団地外の住民、地方自治体、中小企業の
参画が進まない。日本で過去に実施した “Eco Town 
Project”が参考になるのではないかと講演依頼があり、
クラビ県やランパン県で講演した。環境保全に対する
意識を広い範囲で醸成するのは Eco Town のような仕
掛けが必要なのではと思うので、今後も関わっていき
たい。

【筆者紹介】川田修司（かわた・しゅうじ）
　三十数年勤務した化学会社を退職後、２０１６年１０
月より国際協力機構（ＪＩＣＡ）海外シニアボランティアとして工業省産業振興局に赴任。中小企業を
対象とした排水処理技術改善の支援を行う。群馬県伊勢崎市出身。１９５６年生まれ。


